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合川校区にアンビシャス広場がオープンした。
「アンビシャス広場事業」は、福岡県が昨年より推進し
ている「青少年アンビシャス運動」の一環として行われ
ている事業で、子供達がそれぞれの目標を見つけ、そ
れぞれに向かって前向きに努力することが出来るように、
家庭や地域における教育力の低下を補うため、特に小
中学生を対象に始められたもの。

子供は大人の背中を見て育つ。子供達をとりまく、また
子供達自身が引き起こす様々な事件が急増する中、
将来に豊かな夢を描ききれないのは、むしろ親が不安
や閉塞感を感じているからに他ならない。21世紀へと
時代が急速に変化する中、それまでの一律で画一的
な価値観が崩壊し、多様性が求められていく中、子供
をどう育てていったらいいのか、どう接したら
いいのかわからない。そんな気持ちを漠然
と持っているのが、親も地域も含めた今
の社会の姿かも知れない。

しかし、教育の原点は
「ともに育ちあうこと」

子供達の素直な感性に大人
が感じ入ることも多い。家庭
や地域の中で小さな疑問や
問題を抱え込まず、ストレート
に投げかけることが出来れば、
素晴らしい地域社会が育って
行くはず。

「あいかわアンビシャス広場」は
対象となる子供達の数が1000人にも及ぶ広
域の広場事業としてスタートした。
その中で、子供達一人一人の、また各家庭や小さなコ
ミュニティそれぞれの声を丁寧に反映していく、そんな
ネットワークを育てていきたいものだ。
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●フライングディスク
　（10月2,32,3日）日）
●フライングディスク
　（10月2,3日）

さて、2学期からあいかわアンビシャス広場
は平日・土曜日共に学校中心に行うことにな
りました。学校の放課時間は16時30分ですか
ら、平日（火・水・木）の利用は比較的低学
年中心になるわけですが、言い換えてみれば
これは「学校で遊んで帰ろう」というのと同
じ事です。

数年前、池田小学校などの事件から全国の小
学校では警備の強化など様々な危険防止の取
り組みがなされてきましたが、放課の時間ま
で地域の大人たちや親と一緒に学校で時間を
過ごすことが定着すれば、安全という見方か
らも一つの回答になるのではないかと思いま
す。学年ごと、クラスごとの放課時間にずれ
が出ても、まとまって下校するということに
もなるわけですから。

そのためには、各家庭でお子さんときちんと
お話しをされていることが肝心です。アンビ

シャスで遊んで帰ると云
うことが確認できていな
いと、帰宅時間の予想
がつかないことにな
るからです。

また、アンビシャス広場では担当の親や地域の方
に交代でボランティア担当をお願いしていますが、
広場で遊んで帰ることはそれぞれの家庭の責任と
云うこともご理解ください。もちろん保険も適用
できるようにしておりますし、一緒に遊ぶボラン
ティアの大人たちも安全には気を配っていますが、
基本的には親の責任で遊ばせているという事はご
理解いただきたいと思います。

それよりも、ぜひお子様と一緒に広場で遊んでく
ださい。広場で遊ぶのは一日の中でほんのわずか
な時間です。子供達と過ごす時間の中で、地域の様々
な方との大人同志のネットワークを広げていくこ
とは各家庭にとっても、豊かな生活基盤を育てる
ことになるでしょう。

●竹細工（9月24-26日）
地域の方に作っていただいた竹細工の道具
を上手に子供達で貸し借りしながら、とっ
ても楽しそうにのびのびと遊んでいました。
下校時間がクラスごとにまちまちなので、

どうしても地域の方をお待たせすることになり、
ちょっと申し訳な
かったところもあ
りました。遊び方
を教わりながら子
供達も良い関わり
が持てた貴重な時
間になったので
は、と思います。
竹トンボの飛ばし
方や竹馬の乗り
方、竹水鉄砲の仕
組みなどまだまだ
知らない子どもが
多いんだなあと思
いました。最終日
には地域の方のご好意で作品のいくつかをもらっ
ている子どももいました。本当に嬉しそうでした。

●高良川コスモス祭り
　（10月5日）
今年で6回目になる高良川コスモス祭りに参加しま
した。校区を越えた各地域の方達の努力で高良川
一体には、毎年見事なコスモス街道が出現します。
地域のこんなイベントに積極的に参加することも
アンビシャスな活動になるでしょう。

●校庭の虫取り（10月8-10日）
網を持って校庭に散らばっていきましたが、時期
的に夏のようには虫もいな
い頃で、途中で飽き
て大人たちに甘え
て帰りたがらな
い子どももいた
ようです。遊び
の内容によって
参加人数にかなり
違いもあるようです
が、少しづつ定着してい
るのではと思います。

●囲碁教室（10月12日）
囲碁教室は公民館で行うようにしていましたが、
教えていただく地域の方との時間の連絡が充分で
なく、帰ってしまった子どももいたようです。漫
画の流行で、囲
碁は子供達には
人気ですが、も
っと遊びの感覚
で出来るような
工夫があったら
よかったなと思
いました。
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●10月

26日 芋掘り
6月にみんなで植えたサツマイモが、で
っかく育って収穫時期になりました。
みんなでがんばって掘ろうね。

29～31日 プールで魚釣り

●11月

2日 パソコン室
3日 合川公民館秋祭り　10：00～

お昼にはバザーもあります。
5～7日 フライングディスク
9日 親子で学校を美しく
12～14日 缶けり
16・17日 合川ふれ愛文化祭
19～21日 ビー玉遊び
23日 祭日のためお休み
26～28日 ミニグラウンドゴルフ
30日 絵本大好き会　10：00～11：30

大型立体ブラックシアター
「ほねほね」他
大型紙芝居、クイズ、手遊び

アンビシャス広場では、子供と一緒に
遊んでいただけるボランティアを募集
しています。ぜひ積極的なご参加を
お願いします。みなさんの広場に対す
るご意見もお聞かせください。
TEL.43-3815（教頭）
E-Mail.aikawa@seagulls.co.jp

1930年9月14日生

昭28年 福岡学芸大学卒（現福岡教育大学）
昭28年 浮羽郡吉井町立吉井小学校教諭
昭37年 福岡教育大学附属小学校文部教官
※昭45年現合川小学校岸川校長の教育実習担当
昭52年 浮羽郡吉井町立福富小学校校長
昭56年 浮羽郡吉井町立吉井小学校校長
昭60年 浮羽郡吉井町立田主丸小学校校長
　～昭62年
平元年 久留米市教育委員会教育長
　平13年まで3期12年間教育長を務める

平13年 くるめ国際交流協会理事長（現職）

教職36年間、教育行政職12年間、計48年間にわたる
学校教育現場での活躍は、その真摯な姿勢と高い教
育理論で、学校関係のみならず各方面から深い尊敬
を得られています。
また、とても解りやすく力強いお話しは聞く者の心に響
きます。今回は文化祭の中の1時間という限られた時
間ですがぜひ、先生のお話しをお聞きください。

■講演
11月16日（土）
12時30分～13時30分
合川小学校体育館
※子供達は給食の時間です。講演聴取者のために、
パンと飲物の販売を手配しています。桑野先生へ一問一答

★ＡＭＢI

「合川ではアンビシャス広
場を開所しましたが、私
たち親や地域の方達、ま
た子供達にとっても、
まだピンと来ないとい
うところがあります。
その意義や目的につい
ての理解を深めたいと
思って、先生にお話し
をお願い致しました」

★桑野先生
「Boys be Ambitious !・・・
アンビシャスとは、クラーク
博士の有名な言葉にもあるように
要するに大志を抱けってことでしょう。
今の職に就いてからたくさんの外国の子供達と会
う機会が増え、僕は日本の子供達に一番欠けてい
るのは、まさにこの事だと思う。夢がないんだ。
中国でも韓国でもアメリカでも、ほとんどの外国
の子供達はしっかりとした夢を持っている。
もちろん、子どもの夢だから成長の過程でそれは
どんどん変わっていきますよ。それでもその年齢
なりのそれぞれの夢を持っている。
日本の子供達にこれを聞くと何となくぼや～っと
した返事しか返ってこない」

★ＡＭＢI

「アンビシャス、というとこれまでの学校と家庭
という関係から地域を巻き込んで、という新しい
概念のようですが、振り返ってみれば昔はもっと
たくさんそういう機会に恵まれていたように思い

ますね。
今の子供達が夢
を持てないとい
うのは、どこか
でそんなふれあ
いを忘れてしま
っているという
事があるのかも
知れません」

★桑野先生
「何でも良いんだ。夢や目標を持つことが出来れば、
それに向かってがんばることが出来る。そのため
には、やはりそういう外国の子供達とのふれ合う
機会をたくさん持てた方がいい。とても刺激にな
ると思いますよ。自分を表現すること、自分のこ
とをはっきりと人に向かっていえる力も付いてくる」

★ＡＭＢI

「確かに合川ではそういう機会は少ないかも知れ
ませんね。ところで、先生は岸川校長ともお知り
合いだと聞いておりますが」

★桑野先生
「僕が附属にいた頃に岸川先生の教育実習を担当
したことがある。いやあ、良く覚えていますよ。
実に勤勉な良い先生だったね～(笑)

今回こんな機会を与えていただきましたので、限
られた時間ですが、今感じていることを僕なりに
お話ししたいと思います」

★ＡＭＢI

「それでは、よろしくお願いいたします」


